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掲示を開始した日 

（倫理審査委員会承認日以降） 

研究に関するお知らせ 

（研究の名称：      残血量から評価する返血手技について       ） 

医療法人社団誠馨会セコメディック病院 診療技術部 臨床工学科では、以下にご説明する研究を行いま

す。 

この研究への参加を希望されない場合には、研究不参加とさせて頂きますので、下記のお問い合わせ先にお申

し出ください。お申し出になられても、いかなる不利益も受けることはございませんのでご安心ください。 

 

■研究の概要 

普段の業務時に返血した後の回路の色が濃い色のものや、薄い色のものを散見する。返血操作は不必要な

血液の損失を防ぐために必要な操作であるが、濃い色の回路を見ると本当に返血出来ているかが疑問であっ

た。色による判断はどの施設でも行われているがガイドラインなどでは具体的な言及がない。そこで返血の操作

について十分に返血が出来ているかを評価したいと考えた。 

■研究の対象となる方 

5-1．選定基準 

・安定したブラッドアクセスが確保されている 

・透析膜 FB-110・MFX-25の2種類を使用している患者。 

5-2．除外基準 

・透析中あるいは返血中にダイアライザーまたは血液回路内に凝固塊を生じた場合は、残血量測定は行わず、

次回透析時に再検する。 

■ご協力頂く内容 

本研究は、前向き試験であるが医療廃棄となる回路内の液体を採取するため、事前に同意を得た診療行為

内の研究であり、研究を通じて患者への直接的な害を与える可能性は極めて低い。また、医療廃棄液の処理

については通常診療上で同意を得ているものであることから手続きを簡略化出来ると考え口頭による IC＋記録

作成により同意と判断しようと考えている。 

■研究計画書等の入手・閲覧方法・手続き・手続きにかかる手数料等） 

あなたのご希望により、この研究に参加してくださった方々の個人情報の保護や、この研究の独創性の確保に支

障がない範囲で、この研究の計画書や研究の方法に関する資料をご覧いただくことや文書でお渡しすることがで

きます。ご希望される方は、どうぞ記載のお問合せ先にお申し出ください。 

■個人情報の開示に係る手続きについて 

本研究で収集させて頂いたご自身の情報を当院の規定に則った形でご覧頂くことも出来ます。ご希望され

る方は、どうぞ記載のお問合せ先にお申し出ください 

■お問い合わせ先 

医療法人社団誠馨会セコメディック病院 

診療技術部 臨床工学科 白沢翔聖 047-457-9900 

■掲示場所・交付場所 

・透析室等の掲示 ・情報公開文書の提供             


